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ア ミン濃度 を検索 した。
【研究方法】実験は健常人ボランティアを対象と
し,踏み台昇降運動前後の口腔内気体中VSC(硫
化水素,メ チルメルカプタン,ジ メチルサル ファ
イド)濃度の測定 と,血 中コルチゾールおよびカ
テコールア ミン(ア ドレナリン,ノ ルア ドレナ リ
ン,ド ーパ ミン)の測定 を行った。
【研究結果】硫化水素は有意に濃度の上昇を認め,
コルチゾールおよびア ドレナリン,ノ ルア ドレナ
リン,ド ーパ ミンにも有意な濃度上昇 を認めた。
VSCとコルチゾールおよび カテコールア ミンと
の間で相関関係を検索 したところ,硫 化水素 とア
ドレナ リン,硫化水素 と ドーパ ミンの間に有意な
正の相関が認め られた。
【考 察】実験 で計測 し得た口腔内気体中のVSC
は,硫 化水素が多くメチルメルカプタンとジメチ
ルサルファイ ドはほとんど検出されず,生 理的口
臭 を認める患者と同 じ状態であったと言 える。 ま
た,運 動後に硫化水素は有意に上昇 しており,生
理的口臭は運動により上昇することが示唆された。
さらに硫化水素とア ドレナ リンおよび ドーパ ミン
との間には正の相関関係があったことから,被験
者から測定できた生理的口臭は運動ス トレス後に
上昇 したア ドレナ リンおよび ドーパ ミンの影響を
受けて増加 したと推察 される。
【結 論】口腔内気体 中のVSC濃度 は運動後で
硫化水素が有意に上昇 した。血中のコルチゾール
とア ドレナ リン,ノルア ドレナリン,ド ーパ ミン
は運動後に有意な上昇を認めた。硫化水素 とア ド
レナ リンとの問および硫化水素と ドーパ ミンとの
間には有意な正の相関を認め,硫 化水素発生にア




に配布 された本論文の,学 位論文 としての学術的


































としての学術的価値 を持つ ものであり,申請者 に
博士(歯学)の学位を授与するに値す るものと判定
した。
